
 

 

 

江戸川区教育委員会教育指導課 

 

 

１ 調 査 日 

令和３年５月 27日（木） 

２ 調査集計対象   

小学校第６学年児童 全国 994,101名（うち江戸川区 5,424名） 

３ 区内実施校数 

全小学校 69校 

４ 調査目的 

義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童・生徒の学力や学習状況を把握･分析し、

教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検

証改善サイクルを確立する。また、学校における児童・生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立て

る。 

５ 調査内容 

① 教科に関する調査 

○ 国語・算数 

② 生活習慣や学習環境に関する調査 

○ 児童質問紙調査（学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査） 

○ 学校質問紙調査（指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況に関する調査） 
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江戸川区（区立） 

江戸川区（区立）：8.9 問 

東京都（公立）：9.5問 

全国（公立） ：9.1問 
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平均正答数 

国 語 算 数 

＜四分位における割合（都全体の四分位による）＞ 

 上位                   下位 

国 語 
Ａ層 

12～14問 

Ｂ層 

10～11問 

Ｃ層 

7～9問 

Ｄ層 

0～6問 

江戸川区（区立） 23.6 25.3 27.8 23.4 

東京都（公立） 31.3 24.7 25.6 18.2 

全国（公立） 24.3 25.4 29.4 20.9 

四分位とは、データを値の大きさの順に並べたとき、児童数の 1/4、2/4、3/4にあたるデータが含まれているのはどの集合かを示すものである。下の表では、
四分位によって児童をＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ層に分けた時のそれぞれの層の児童の割合を示している。なお、本データで示している四分位は、東京都（公立）のデ
ータを基に定めている。 
 
 

 上位                   下位 

算 数 
Ａ層 

15～16問 

Ｂ層 

13～14問 

Ｃ層 

10～12問 

Ｄ層 

0～9問 

江戸川区（区立） 19.6 23.3 27.5 29.5 

東京都（公立） 26.3 24.4 25.7 23.6 

全国（公立） 19.2 23.6 28.6 28.7 

 ％ ％ 
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【平均正答率の差】                  【全国平均、東京都平均との関係】 

 国語 算数 

江戸川区（区立） 64％ 70％ 

東京都（公立） 68％ 74％ 

全国（公立） 64.7％ 70.2％ 

都との差 －４ポイント －４ポイント 

 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

知識・技能

思考・判断・表現

国 語

江戸川区 東京都（公立） 全国（公立）
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算 数

江戸川区 東京都（公立） 全国（公立）
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図形

測定

変化と関係

データの活用

「領域別」の結果 

以下、平均正答率（％）を示す。 

＜全国との関係＞ 
〇国語・算数とも、全国の平均正答率と同程度である。 
〇「知識・技能」において、算数は全国平均と同程度であるが、国語は全国平均を１．７ポイント
下回る。 
＜東京都との関係＞ 
〇国語、算数ともに、全ての領域において都平均を下回る。 
〇「知識・技能」において、国語は－３．３ポイント、算数は－４．０ポイント下回る。 
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国語 「設問別」の結果と課題 

 

 

 

全国より平均正答率が高い問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都・全国より平均正答率が低く、無解答率が高い問題 

【出題の趣旨】３ 三 

学年別漢字配当表に示されて

いる漢字を文の中で正しく使

う。 

【正答率】   【無解答率】 

江戸川区 75.6％  13.1％ 

東京都  79.4％  10.8％ 

全国   78.3％   8.8％ 

  

【本区のこれからの課題】 

各教科における基礎的・基本

的な知識・技能の確実な習得は、

学力向上において必要不可欠な

要素である。引き続き、学力の

基盤となる基礎・基本の徹底に

向けて取組を進める。 

【出題の趣旨】２ 一 

  文章全体の構成を捉え、内容

の中心となる事柄を把握する。 

 

【正答率】 

江戸川区 81.7％  

東京都  83.4％  

全国   77.6％ 

 

【本区のこれからの取組】 

  文章全体の構成を捉え、大体

の内容を把握した上で詳細な読

み取りにつなげることで、必要

な情報をすばやく収集し、的確

に精査する力を引き続き伸ばし

ていく。 

３ 
三 
（１） 
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⇒ ３０ｍを１としたときに１２ｍが０．４にあたるわけを、【ゆうまさんの
説明】と同じように、０．１にあたる長さが分かるようにして言葉や数を使っ
て書きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国より平均正答率が高い問題 都・全国より平均正答率が低く、無解答率が高い問題 

算数 「設問別」の結果と課題 

３ 
４ 

【出題の趣旨】３ （２）（３） 
 （２）棒グラフから項目間の関係を読み取ることができる。 
（３）データを二次元の表に分類整理することができる。 
【正答率】（２）江戸川区 91.3％ 東京都 92.2％ 全国 90.7％ 

（３）江戸川区 69.6％ 東京都 73.8％ 全国 67.5％ 
【本区のこれからの取組】 
問いや課題を正確に理解し、身に付けた知識・技能を活用して自ら考え、

判断し、表現する学習場面を意図的に作り、繰り返し学習することで論理
的思考力をさらに伸ばしていく。 

（２）９月の貸出冊数について、左のグ

ラフからどのようなことが分かります

か。 

ア 貸し出し冊数がいちばん多い学年

は、２年生である。 

イ ２年生の貸し出し冊数は、３年生の

貸出冊数の約２倍である。 

ウ ５年生の貸し出し冊数は、４年生の

貸出冊数の半分くらいである。 

エ １年生と３年生の貸し出し冊数の差

は、約２００冊である。 

 

（３）「読書が好きですか」に「はい」と

答えていて、「９月に図書室で５冊以上借 

   りましたか」に「いいえ」と答え 

ている人は、１１４人いることが 

分かりました。「１１４」は表のど 

こにあてはまりますか。 

【出題の趣旨】４（３） 
小数を用いた倍についての説明を解釈し、ほかの整数の場合に適用して、

基準量を１としたときに比較量が示された小数にあたる理由を記述できる。 
【正答率】      【無解答率】 
江戸川区 47.5％    13.6％ 
東京都  51.3％    12.0％ 
全国   51.5％    10.3％ 

【本区のこれからの課題】 
問いを正確に把握し、論理的に課題を解決する学習問題を意図的に設定し、

その解法を複数の友だちに対して表現させることで、根拠をもって自分の考
えを説明する力を高める必要がある。 
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33 ５年生までに受けた授業では，課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んで

いましたか。 
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主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に関する取組状況  

 
11 いじめは，どんな理由があってもいけないことだと思いますか。 

授業への主体的な取組と学力のクロス集計 

規範意識・自己有用感等 

規範意識の高まりと学力のクロス集計 

 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的に回答した児童の割合が、全
国及び都を下回っている。課題の解決に向けて、自分で考え、自分から進んで取り組んでい
ると回答した児童の方が、そうでない児童よりも平均正答率が高い傾向にある。 
 児童が課題に対して主体的に取り組むことができるよう、授業の導入や教材の内容、課題
提示等の工夫をし、自主的・自発的に学習に取り組む態度を養う必要がある。 

「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と肯定的に回答した児童の割合が、都
を上回り、全国と同程度である。「いじめはいけない」と答えている児童の方が、そうでな
い児童よりも平均正答率が高い傾向にある。 
児童一人一人の規範意識を高め、そういった児童の努力や態度を認め励ますことで、きま

りを守ることの心地よさを味わわせるとともに、授業を効率的・効果的に進めていく必要が
ある。 

江戸川区（区立） 
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平均正答率 

国語 

 

 

５ 普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、テレビゲーム（コンピュータ

ゲーム、携帯式のゲーム、携帯電話やスマートフォンを使ったゲームも含む）をしますか。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活・学習習慣等  

 
65 新型コロナウイルスの感染拡大で多くの学校が休校していた期間中、計画的に学習を続

けることができましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テレビゲームをする時間が全くない、もしくは１時間より少ないと回答した児童の割合
が、全国及び都を下回っている。テレビゲームに費やす時間が少ない児童の方が、多い児童
よりも平均正答率が高い傾向にある。 
 ＳＮＳ家庭ルールの順守及び生活習慣を整えることを徹底させ、家庭学習の時間を確実に
確保することで、学力の向上に努めていく必要がある。 

 「休校中、計画的に学習を続けることができなかった」と回答した児童の割合が、全国及
び都を上回っている。休校中も計画的に学習を続けられたと回答した児童の方が、そうでな
い児童よりも平均正答率が高い傾向にある。 
 授業以外でも児童が自発的に学習を続けられるよう、補習教室の活用、タブレット端末で
の家庭学習等、児童が自ら意欲的に学習できる環境を整えることが必要である。 

テレビゲームの時間と学力のクロス集計 

 江戸川区（区立） 
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休校中の学習の進め方と学力のクロス集計 

新型コロナウイルス関連 

 江戸川区（区立） 
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○「確かな学力向上推進プラン」の改訂 

・「江戸川区立学校における学力向上に向けた取組の指針について」における論点を基に、学力向上に向けた具体的な取組を推進 

 

○「補習教室」の実施 
・全ての児童の基礎・基本の確実な定着を図るため、「補習教室」を年間 35回以上実施 

・「放課後補習教室」事業の実施（令和３年度モデル校：45校） 

 

○ガイドラインに基づく効果的な「習熟度別指導」の推進 
 ・算数の授業において、効果的な「習熟度別指導」を実施 

 
○ＩＣＴを活用した協働学習の推進 
 ・各教科等の授業で一人一台タブレット端末を活用し、授業改善を実施 

 

○学校図書館の活用 
・学校図書館の環境整備を進め、教科等で学校図書館を活用 

・学校図書館スーパーバイザーを派遣し、学校図書館の整備及び活用に向けた指導・助言を実施 

・学校司書を４年間で全校に派遣し、学校図書館の運営・管理を実施 

 

○「読書科」の充実 

 ・読書を通じた探究的な学習を通して、生涯にわたって主体的に学び続けていくための資質・能力を育成（全校の各学年で年間 35時間実施） 

 

○ｅライブラリアドバンスの活用 
 ・ｅライブラリアドバンス（国語、社会、算数、理科）を活用した放課後補習を実施（ＩＣＴ支援員を派遣） 

 ・児童の自宅での活用を推奨（ＩＤとパスワードを配布） 

 


